
The city where nature and human coexist ●夏の暑さもふき飛ばすY

阿久根みどこい祭り ……………２
●私たちの地域の将来…
みんなで考えよう「市町村合併」…４

●みんなのアルバム ……………………８



－２－

⑥あなたの町の「ポス
トン」も登場。

⑦手作りの楽器を手に
子供たちも元気いっ
ぱい。

⑧踊りも衣装もバッチ
リきまっていました。

46団体、約3,000人が参加Y
ハンヤ踊りパレード

本市の夏の一大イベントである、『阿久根みどこい祭り』が

８月３日・４日の２日間にわたり盛大に開催されました。

３日にあった祭りのハイライト、ハンヤ踊りパレードには、

46団体、約3,000人が参加。今年、９年ぶりに国道３号に復活

したコースで、参加者らは「ヨイサー　ヨイサー」のかけ声

に合わせて、夏の暑さも吹き飛ぶエネルギッシュな踊りを存

分に楽しんでいました。

なお、同時に行われたハンヤ踊りコンクールでは、阿久根

市民病院の踊り連が見事に最優秀賞に輝きました。（写真①）

その他の各賞は次のとおりです。

敢闘賞　　　　　　山下小学校ＰＴＡ（②）

踊りの部優勝　　　飲食店組合（③）

ハッスルの部優勝　阿久根太鼓響流（④）

特別賞　　　　　　パール新体操クラブ（⑤）



－３－

⑨ハンヤ踊りパレードに先立ち行われた音楽パレードでは、新
しいシークイーンの皆さんが先頭を歩き、市民にお披露目。

⑩３日夜、中央公園であった、子供夏祭。行列ができるほど
人気の夜店や楽しいステージイベントなど、子供たちに大
好評でした。

⑪出演者の息もピッタリのアクロバット演技。
⑫会場を訪れた観客も、中国伝統の技に惜しみない拍手。
⑬高さ2.5㍍の輪をジャンプ台なしで飛ぶ「輪くぐり」は、千
年も前から庶民に親しまれている演技です。

⑭二人の息の合った立ち回りが見応え充分だった京劇「三岔
口（サンジャコウ）」

中国伝統の技に
夜空を彩る花火５千発
――みどころたっぷりの２日間――

４日には、市総合体育館で中国スーパー雑技団の公演があ
りました。
開場となった正午から、大勢の観客が続々と体育館を訪れ、

午後１時の開演前には、約2,000人の観客で会場はいっぱいと
なりました。
雑技の雑には、「すべて」という意味があるそうで、天女の

美しさを表現した古典舞踊や出演者の息のあった大立ち回り
が見どころの京劇、会場の観客もステージ上で手伝った気孔
術、高度のバランス感覚と体の柔軟性にみんなが驚いたアク
ロバットなどなど、文字どおり多彩な演目が披露されました。
会場を訪れた観客もハラハラドキドキの連続で、2000年の

歴史を持つといわれる中国雑技の伝統の技を存分に楽しんで
いました。
祭りのフィナーレは、新港特設会場で5,000発の花火が夜空

を彩り、今年のみどこい祭りも、最後までみどころたっぷり
の２日間となりました。



市
町
村
合
併
と
は
、
市
町
村
の
廃

置
分
合
（
合
体
・
編
入
・
分
割
・
分

立
）
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
つ
以

上
の
市
町
村
の
数
が
減
少
（
市
町
村

の
法
人
格
の
消
滅
）す
る
も
の
で
す
。

合
併
の
形
態
は
、
下
記
に
示
す
よ

う
に
、
新
設
合
併
（
い
わ
ゆ
る
対
等

合
併
）
と
編
入
合
併
（
い
わ
ゆ
る
吸

収
合
併
）
の
二
つ
の
形
態
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

新
設
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
Ａ
町

と
Ｂ
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ

て
Ｃ
町
を
設
置
す
る
よ
う
な
場
合
を

い
い
ま
す
。

編
入
合
併
は
、
図
の
よ
う
に
Ｄ
町

を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
Ｅ
町
に
編
入

す
る
処
分
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

合
併
に
よ
り
新
た
な
市
町
村
が
誕

生
す
る
ま
で
の
手
続
き
の
概
要
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
と
お
り
で
す
。

こ
の
中
で
、
合
併
を
行
う
こ
と
自

体
の
是
非
を
含
め
て
、
関
係
市
町
村

が
合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
項
を

正
式
に
話
し
合
う
場
所
と
し
て
重
要

な
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
に
『
合
併

協
議
会
』
の
設
置
が
あ
り
ま
す
。

協
議
会
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

市
町
村
の
動
き
が
き
っ
か
け
に
な
る

場
合
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
動
き
が

き
っ
か
け
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
発
議
の
場
合
、
有
権
者
の
50

分
の
１
以
上
の
署
名
が
あ
れ
ば
、
関

係
市
町
村
長
に
対
し
て
直
接
『
合
併

協
議
会
』の
設
置
を
請
求
で
き
ま
す
。

市
町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、
関
係
市
町
村

の
当
局
や
住
民
の
意
向
が
尊
重
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
従
来

の
よ
う
に
行
政
主
導
の
合
併
だ
け
で

な
く
住
民
等
の
主
導
に
よ
る
合
併
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
直
接
請

求
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て

も
、
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め

に
は
関
係
す
る
市
町
村
議
会
の
議
決

が
必
要
で
す
。

－４－

私
た
ち
の
地
域
の
将
来
を
考
え
る
上
で
大
き
な
課
題
で
あ
る

「
市
町
村
合
併
」
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
回
の
今
回
は
、
合
併
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
や
、

国
・
県
が
示
し
た
合
併
に
関
す
る
支
援
策
な
ど
を
ご
紹
介
し
な
が

ら
、「
市
町
村
合
併
」
と
い
う
地
域
の
重
要
課
題
に
、
私
た
ち
住
民

一
人
ひ
と
り
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
〜



－５－

●総務大臣の告示によって、合併の効力が発生し、新市町村が誕生します。

●県議会の議決を経て、知事が市町村合併を正式決定します。

●合併協定書に沿って、関係市町村の議会が議決します。

●法定合併協議会での市町村の話し合いの結果を「合併協定書」にまとめ、調印します。

●法定協議会を設置するためには、関係市町村の議会の議決が必要です。

●合併について話し合いを行います。

●合併研究会や任意の合併協議会と

いった組織が作られます。

●関係市町村の議会がすべて合併協議会の設置を可決した場合、合併協議会を設置します。

●合併協議会は、合併を行うこと自体の可否も含めて、市町村建設計画の作成その他、合併

に関するあらゆる事項の協議を事前に行う組織です。

市 町 村 の 動 き が
きっかけになる場合

●法定合併協議会の設置を住民が市

町村長に対して請求します。

●市町村の有権者の50分の１以上の

署名が必要です。

住民のみなさんの動きが
きっかけになる場合



市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
手
厚
い

財
政
措
置
で
支
援
し
ま
す
。

合
併
直
後
の
市
町
村
で
は
、
地
域

間
の
道
路
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
の
施
設
整
備
、
格
差
是
正
の
た

め
の
施
設
整
備
な
ど
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
多
額
の
経
費
を
要
し

ま
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
市
町
村
が
市
町

村
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
一
定

の
事
業
に
要
す
る
経
費
及
び
一
定
の

基
金
の
積
立
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
は
、
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く

10
か
年
度
に
限
り
、
地
方
財
政
法
第

５
条
各
号
に
規
定
す
る
経
費
に
該
当

し
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
地
方
債

（
合
併
特
例
債
）
を
財
源
と
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
地
方
債
の

元
利
償
還
金
の
一
部
に
つ
い
て
も
、

普
通
地
方
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ
ま

す
。（
図
q
）

市
町
村
は
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
経
費
の
節
約
が
可
能
と
な
る
の

で
、
一
般
的
に
は
必
要
と
な
る
地
方

交
付
税
の
額
は
、
合
併
前
に
比
べ
て

少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
当
初
は
経
費
の
節

約
も
困
難
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

急
に
地
方
交
付
税
が
減
少
し
な
い
よ

う
、
合
併
が
行
わ
れ
た
年
度
及
び
こ

れ
に
続
く
10
か
年
度
は
合
併
し
な
か

っ
た
場
合
の
普
通
交
付
税
を
全
額
保

障
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
５
か
年
度
は

激
減
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

（
合
併
算
定
替
・
図
w
）

●
議
員
の
定
数
・
任
期
の

特
例
が
あ
り
ま
す

旧
市
町
村
の
住
民
の
意
見
を
反
映

し
や
す
く
す
る
た
め
、
合
併
後
一
定

の
期
間
、
旧
市
町
村
の
議
員
が
そ
の

ま
ま
新
市
町
村
で
も
議
員
で
い
る
こ

と
が
で
き
た
り
、
定
数
の
特
別
枠
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
各
省
庁
連
携
に
よ
る

合
併
支
援
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す

合
併
後
の
地
域
に
お
け
る
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
た

め
に
、
関
係
省
庁
の
連
携
に
よ
る
支

援
策
と
し
て
、
道
路
等
の
社
会
資
本

整
備
や
生
活
環
境
、
情
報
技
術
、
福

祉
、
教
育
、
産
業
振
興
な
ど
多
分
野

に
お
け
る
幅
広
い
優
遇
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
合
併
特
例
法
の
期
限
は

平
成
17
年
３
月
31
日

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す

る
法
律
」
は
、
昭
和
40
年
に
10
年
の

期
限
付
き
で
制
定
さ
れ
、昭
和
50
年
、

60
年
、
平
成
７
年
と
３
回
、
そ
れ
ぞ

れ
10
年
間
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
11
年
７
月
の
改
正
で

は
、
有
効
期
限
（
平
成
17
年
３
月
31

日
）
は
変
更
さ
れ
ず
、
合
併
を
支
援

す
る
た
め
の
特
例
措
置
が
積
極
的
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
の
合
併
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
で
の
充
分
な
論
議

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
特
例
法
に
基
づ
く

支
援
策
を
受
け
る
た
め
に
は
、
地
域

が
合
併
を
選
択
し
、
さ
ら
に
こ
の
期

限
ま
で
に
必
要
な
手
続
き
を
終
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－６－

合併特例債（今回の改正により創設） 図①

合併算定替 図②

●
合
併
後
の
財
源
を
保
障
し
ま
す



６
月
号
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
市
町
村
合
併
が
論
議

さ
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
具

体
的
な
合
併
パ
タ
ー
ン
、
合
併
ま
で

の
手
続
き
や
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

市
町
村
の
合
併
は
、
地
域
の
将
来

や
住
民
の
生
活
に
与
え
る
影
響
が
大

き
い
だ
け
に
、
そ
こ
で
生
活
す
る
住

民
が
、
合
併
の
是
非
を
含
め
て
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
自
主
的
、
主
体
的

に
考
え
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

ま
た
、
合
併
論
議
を
重
ね
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
地
域
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
地
域
の
主
役
で
す
。
こ
れ
を
機

に
、
か
け
が
え
の
な
い
こ
の
地
域
の

将
来
を
見
す
え
た
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

広
報
あ
く
ね
で
は
、「
市
町
村
合

併
」
に
つ
い
て
、
今
後
も
随
時
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
で
は
、
市
町
村
合
併
の
問
題
に

つ
い
て
こ
の
七
月
、
市
内
各
地
で

「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
市
民
の
意

見
を
聴
く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

行
政
側
か
ら
は
毎
回
、
斉
藤
市
長

以
下
四
役
、
各
課
長
、
市
町
村
合
併

担
当
職
員
ら
が
出
席
。
七
月
八
日
の

山
下
小
学
校
体
育
館
に
始
ま
り
二
十

八
日
の
大
川
地
区
公
民
館
ま
で
計
八

か
所
で
、
合
わ
せ
て
二
百
四
十
一
人

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

聴
く
会
で
は
、ま
ず
市
側
か
ら
今
、

盛
ん
に
市
町
村
合
併
が
論
議
さ
れ
る

背
景
や
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
、合
併
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
、

国
や
県
の
合
併
支
援
策
な
ど
の
他
、

北
薩
二
市
四
町
の
人
口
や
財
政
状
況

な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
細

か
く
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
は
様
々
な

角
度
か
ら
合
併
に
関
す
る
質
問
や
要

望
、
意
見
な
ど
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。

市
で
は
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
要
望
、
さ
ら
に
二
千

人
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら

こ
の
市
町
村
合
併
問
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

－７－

○市町村合併を分かりやすく紹介したビデオを無料で貸し出しますY

「集まれば、夢が生れる」 －鹿児島県制作（22分）－

※貸出中の場合がありますので、貸し出しを希望される際は、あらかじめ下記までお問い合わ
せください。

■市町村合併に関するお問い合わせ先　　市役所市町村合併対策室　1&3１２１１（内線1216）

○市町村合併に関する情報がご覧になれます。
◇総務省ホームページ　　http://www.mha.go.jp/gapei/index.html
◇鹿児島県ホームページ　http://www.pref.kagoshima.jp/home/chihoka/gappei/index.html
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阿久根の将来にとって重要な課題である市町村合併について、活発に
意見が交わされた会の様子。（写真上は山下小学校体育館、下は市民
会館大ホールにて）
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楽しい話題･催し物などお知らせください。

市役所　広報係1&3１２１１

━━ 2002年シークイーンあくね決定 ━━

観光宣伝や各種イベントなどを通して阿久根の魅力をＰ
Ｒする2002年「シークイーンあくね」の３人がこの程決定
し７月10日、市役所を表敬訪問しました。
今回、第11代目クイーンに選ばれたのは、松崎みどりさ

ん（24・写真左）、湯田めぐみさん（21・同中央）濱崎ゆ
きさん（23・同右）です。
３人は「きれいな風景やおいしい食べ物など阿久根の魅

力をアピールしたい」「自分自身が感じた阿久根のよさを
ＰＲしていきたい」などと抱負を話していました。
３人は、初仕事として８月３日、４日のみどこい祭りで

市民にお披露目。来年７月31日までの１年間、阿久根のＰ
Ｒに活躍してもらうことになっています。

━━ ブランド産地指定祝い記念大会 ━━

本市が主力産地として生産をリードする「出水の実えん
どう」が今年５月にかごしまブランドに指定されたことか
ら７月３日、産地指定記念大会がＪＡ鹿児島いずみ営農支
援センター（高尾野町）で開催されました。
出水地域でのかごしまブランド産地指定は、今回の実え

んどうで６品目になります。
大会では、富岡忠勝県農政部長から上野時義組合長にブ

ランド産地指定証が伝達されたほか、本市の山平勝さんに
ブランドマスターの認定証が伝達されました。最後は、組
合員など約500人の参加者全員で、生産者・関係機関・団
体一体となった産地体制の確立など４項目のスローガンを
採択しました。
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━━ 阿久根農業高等学校　陸上部 ━━

阿久根農高陸上部の皆さんが、６月に沖縄県で行われた南九
州高校総体で上位入賞を果たし８月２日から茨城県で開催され
たインターハイに出場。大会前の７月29日には市役所を訪れま
した。
県代表として出場したのは３年生の沼田直人さん、中間和洋

さん、溝口博紀さん、池邊義一さん、坂元亮太さん、寺地裕助
さんと、２年生の山口賢祐さん、尾上淳二さん、平田俊晃さん
の９選手です。大舞台を前に「自分らしいレースで結果を出し
たい」「悔いの残らないよう頑張ります」などと力強く抱負を
語ってくれた選手達は、本番でも県代表としてすばらしい活躍
を見せてくれました。

━━ 第３回　源兵衛どん祭 ━━

地元商店街の活気を示そうと本町・中央通り会の若手経営者
らが中心となって企画した第３回源兵衛どん祭が７月13日、本
町通りで賑やかに開催されました。
江戸時代に本町地区で豪商として栄えた河南源兵衛家にちな

んで命名されたこの祭りは、商店街の活性化を図る目的で一昨
年から始まり、今ではすっかり市民の間に定着。通りの一部を
歩行者天国として開放した会場では、様々なステージイベント
が繰り広げられたほか、祭りの実行委員や市民らが出店したフ
リーマーケットや各種屋台などが立ち並び、子どもたちや家族
連れなど大勢の人々で賑わっていました。

━━ 市民がボランティアで補修 ━━

地域医療に大きく貢献しながら昭和42年、退院患者をボート
で獅子島まで送り届けた際に遭難し、帰らぬ人となった鳥飼源
晴医師と、姉で看護婦の簗瀬マル女史。脇本海岸入口にある二
人の顕彰碑がこの程、市民のボランティアによる補修作業で、
ピカピカになりました。
建立後30年以上が経過し、所々に傷みのでてきた碑を見た肱

岡康徳さん（54・下村区）が、仕事仲間の皆さんに呼びかけて、
７月下旬から足場を組み、壁面補修や塗装など約１週間かけて
補修。市民の手で見違えるようにきれいになった碑は鳥飼医師
の地域医療への深い思いと共に輝いて見えました。

━━ 出水地区のダイビング・クラブ「Do･ボーン」━━

阿久根大島で海開きがあった７月７日、大島海水浴場沖合で
出水地区のダイビング・クラブ「Do･ボーン」（小倉幸夫会長、
会員約30人）のメンバー14人が海底清掃を行いました。
この海底清掃は、同クラブが約10年前からボランティアで毎

年この時期に実施しているものです。
この日は、メンバーらが海水浴場沖合など大島周辺を潜水し、

海底から空き缶や鉄パイプなどのゴミを拾い上げました。
小倉会長は「このあたりは、美しいサンゴも見られるすばら

しい場所です。以前は毎回多くのゴミを拾っていましたが、最
近はだんだんきれいになってきています」と話していました。
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━━ 下薗泰兵衛氏に^県特産品協会から感謝状 ━━
^県特産品協会（須賀龍郎理事長）の役員として永年にわたり

県特産品の振興及び協会の発展に尽力してこられた下薗泰兵衛氏
（84・的場区）に７月17日、県庁内の知事室において同協会から
感謝状が贈られました。この日、市役所を訪れた同氏は「時代の
進展と共に地域特産品の重要性に対する認識が高まってきまし
た。今回、心温まる感謝状をいただき身に余る光栄です」と話し
ておられました。（下薗泰兵衛氏は平成14年８月６日、ご逝去さ
れました。謹んでご冥福をお祈りいたします。）

━━ 波留地区　菅原神社六月燈 ━━
波留地区の菅原神社境内で７月28日、恒例の六月燈があり、子

どもたちや家族連れなど大勢の人々でにぎわいました。
今年は、伝統の六月燈を地域の子どもたちにも楽しんでもらお

うと、同地区賛助会（45歳未満の青年で構成）の皆さんが、境内
で金魚すくいやボンボン釣りなどを出店した他、演芸大会でもサ
イダーの一気飲みやビンゴゲームなどを企画し、子どもたちにも
大好評。演芸大会では地区民の歌や踊りも披露され、普段は静か
な境内も、この日ばかりは夜遅くまでにぎわっていました。

━━ 本市から西目･赤瀬川の２チーム ━━
９月29日に沖縄県で開催される第16回九州地区グラウンド・ゴ

ルフ交歓沖縄大会に向けて、本市から出場する２チームが連日練
習を重ねています。
九州各県から288チームが参加するこの大会に出場するのは西

目・赤瀬川の２チームです。両チームは７月７日に鹿児島市で開
催された県予選に出場。西目チームが８位、赤瀬川チームも入賞
し念願の九州大会出場権を獲得しました。日頃の練習で培ったチ
ームワークも抜群の両チーム。本番での活躍が期待されます。

━━ サンセットフェスタ2002 和の祭典 ━━
番所丘公園で７月20日、サンセットフェスタ2002和の祭典が開

催されました。故郷の魅力を再発見しようと昨年、初めて脇本海
岸で行われ今回、市内の和太鼓グループ「阿久根太鼓響流（コー
ル）」が中心となり、和楽器の演奏を中心とした和の祭典として
実施。野外の特設ステージ上では、和太鼓や五つ太鼓、津軽三味
線、民謡、日舞など11団体の見事な演奏や舞いが披露され、訪れ
た約1,000人の観客は、開放的な雰囲気の中で、会場全体に響き
わたる和楽器の魅力を存分に楽しんでいました。

━━ ポルトス阿久根Ｆ.Ｃ.Ｕ-12 ━━
市内の小学生で構成するサッカークラブ「ポルトス阿久根Ｆ.

Ｃ.Ｕ-12」が６月開催の全日本少年サッカー大会県予選で、138チ
ームが出場する激戦を勝ち抜き、見事５位に入賞。８月２日から
４日にかけて加世田市で開催された九州大会（シーサイドカップ
in吹上浜海浜公園）に県代表として出場しました。
大会は、九州各県予選を勝ち抜いた24チームが熱戦を展開。阿

久根ＦＣも鹿児島県代表として日頃の練習の成果を存分に発揮し
ていました。
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新しい市農業委員会委員の皆さん

阿
久
根
市
農
業
委
員
会

県では、環境にやさしい農業を推進し、よ

り安心できる農産物を生産するため、８月を

「土づくり推進月間」に定めています。

農家の皆さん、次の事項に留意して、健全

な土づくりを進めましょう。

○作物に応じた良質堆肥の生産と利用に努め

ましょう。

○地域の土壌条件に応じた土壌土層改良を行

いましょう。

○施肥基準や土壌診断に基づく適正な施肥を

行い過剰な肥料の投与をなくしましょう。

◆お問い合わせ先

県経営技術課農業環境対策室

1０９９（２８６）３１５７

精一杯記録に挑む選手たち



－12－

近年，肝臓病死亡率は増加傾向にありますが，その大半を占める肝硬変や肝がんのほとんどはウイルス性
肝炎によるものです。厚生労働省ではこの状況に対応して，平成14年度から５年間計画で肝炎ウイルス検診
を実施することにしました。本市でも，基本健診とあわせて行います。
自分自身が肝炎ウイルスに感染していないか知るためにも，この機会にぜひ検診を受けられるようお知ら
せします。
なお，今までに肝炎ウイルス検診を受けたことのある方は，この検診の対象となりませんのでご注意くだ
さい。

肝炎ウイルスとは？
現在，Ｂ型肝炎ウイルスに感染している人が120～140万人，Ｃ型肝炎ウイルスに感染している人が100

～200万人と推定されています。
このウイルスに感染していても，症状が軽かったり，出ない場合が多いために本人が気付かないこと
が多く，肝炎ウイルスが身体の中から排除されずに住みついてしまう（キャリア化する）ことが多いこ
とがわかっています。

肝炎ウイルスに感染すると…？
Ｃ型肝炎ウイルス・Ｂ型肝炎ウイルスも血液を介して感染します。感染した人の中には，慢性肝炎と
なる人が多く，さらに一部の人では，肝硬変や肝臓がんへと進行する場合もあります。
肝炎ウイルスの持続感染者（キャリア）であることがわかったら，医療機関を受診して「肝臓の状態」
をチェックするための検査や指導などを定期的に受け，自分の健康管理に役立てるとともに，必要に応
じて適切な治療を受けることをおすすめします。

対　象　者

日　　　程

検 査 内 容

自己負担金

※次のq～tのうち，いずれか一つに該当する方
q　40歳，45歳，50歳，55歳，60歳，65歳，70歳の方
w　過去に肝機能異常を指摘されたことのある方
e　過去に広範な外科的処置（大きな手術）を受けたことのある方で定期的に肝機能
　　検査を受けていない方
r　妊娠，分娩時に多量に出血したことがある方で，定期的に肝機能検査を受けてい
　　ない方
t　基本健診でＡＬＴ（ＧＰＴ）値により要指導とされた方

q～rの方は，総合健康診査の日程で，基本健診と同時に実施します。
　・９月９日～９月11日の３日間
　・10月22日～11月８日のうち11日間
tの方は，基本健診の結果により，後日医療機関での受診となります（10月～１月）。

問診及び血液検査（基本健康診査時の採血で検査します。）
・Ｃ型肝炎ウイルス検査
・Ｂ型肝炎ウイルス検査

q～rの方（Ｃ型＋Ｂ型）・・・８００円　　　　※老人医療対象者（70歳以上）は
tの方（Ｃ型＋Ｂ型）・・・１，８００円　　　　　自己負担金は無料です。

Ｃ型・Ｂ型肝炎の特徴

☆症状が軽かったり，でない
ため，本人が感染に気付か
ないことが多い。

☆慢性肝炎になりやすく，放
置すると20～30年かけて肝
硬変や肝臓がんを引き起こ
すことがある。

※基本健診を希望された方には，後日，「肝炎ウイルス検診に
ついての詳しいお知らせ・パンフレット」をお送りします。

お問い合わせ先　　　健康福祉課保健予防係
TEL 73-1211（内線1431・1432）

血液検査でわかる簡単な検査です。
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

☆感染者は，40代以上の年齢層に
多くみられます。

☆自覚症状がなくとも，この機会
にぜひ検診を受けられるよう，
おすすめします。
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16歳以上の男女（平成15年３月31日現在）を対象に，９月４日から10月８日までのうち21日間，各地区に検診車
が出向き，実施します。
結核検診は，結核予防法に基づき，年に１回は受診することが義務づけられています（料金は無料です）。
９月４日から９月13日は，肺がん検診のため，この日程で受診される40歳以上の方は，料金200円が必要となりま

す（40歳未満の方，70歳以上の方は無料です）。

今回，下記の日程で脇本地区・大川地区の40歳以上の方を対象に，厚生連に委託して健康診査を実施します。
市では，５月から６月にかけて健康診査希望調査を実施しましたが，その回答に基づいて健診を希望された方に

は，各地区の保健推進員を通じて，受診票を配布します。

《健診内容》・基本健康診査　　・肝炎ウイルス検診　・胃がん検診　　　・大腸がん検診
・腹部超音波検診　・骨粗鬆症検診　　　・前立腺がん検診

※料金等，詳細については，電話にてお問い合わせください。
※今回お知らせのなかった方，および上記以外の地区については，10月22日から11月８日にかけて実施する予定です。

健診日及び
実 施 会 場

受 付 時 間

９月９日（月）・10日（火） 脇本地区公民館 脇本地区の方

大川地区の方西目地区構造改善センター９月11日（水）

午前７：00～９：00（健診開始７：30）

お問い合わせ先　　　健康福祉課保健予防係
TEL 73-1211（内線1431・1432）
FAX 73-0297
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をゴンザファンクラブの方から寄贈していただきま
した。シナリオ形式になっていて読みやすく、セリ
フは基本的に鹿児島の方言になっています。世界で
初めての露日辞典を編さんした日本人、ゴンザとソ
ウザの数奇な運命と生涯。時に八代将軍吉宗の世に
おきた壮大なドラマです。この夏、薩摩の少年ゴン
ザといっしょに謎とスリルを味わってみませんか。
児童書でも石森史郎著の「ゴンザ」が入っています
ので、合わせてご利用ください。

u立松和平「道元」u林真理子「花」u宮本輝「天
の夜曲」u川上弘美「竜宮」u村松友視「男装の麗
人」u山口洋子「ひやりとする軽井沢」u山本一力
「家族力」u曽野綾子「生きるための闘い」u吉本隆
明「老いの流儀」‥‥‥他多数

突然、見知らぬ人が訪ねてきてやさしい言葉をかけられ
たり、うまい話を持ちかけられたことはありませんか。
だれしも、やさしく親切にされることはうれしいことで

す。しかし、あなたをだまそうとする悪徳業者も最初は一
見親切そうに見えます。
そのねらいは、あなたのふところ。あなたが心を許すよ

うになると、お金を請求したり、モノを購入するように迫
ります。見知らぬ人との長話は禁物です。
一人暮らしだったり、相談相手が身近にいないという場

合、ついつい業者の言いなりになりがちです。
少しでもおかしいなと思ったら、一人で判断しないで家

族や友人、相談窓口に相談しましょう。

おかしいな、困ったなと思ったら
市役所水産商工観光課消費生活相談窓口へお問い
合わせください。 173－１２１１（内線1112）

子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、ほっとす

る時間にと、お気軽に支援センターをご利用ください。
☆親子教室（１０：００～１２：００）
３日c 大川児童館　　　　 12日e みなみ保育園
〃　 瀬之浦児童館　　　 17日c 瀬之浦児童館

４日d 保健センター　　　 18日d 農村環境改善センター（牧内）
５日e みなみ保育園　　　 19日e みなみ保育園

（プレ・ママサロン） 24日c 鶴川内児童館
10日c 鶴川内児童館　　　 25日d 農村環境改善センター（牧内）
〃　 農村環境改善センター（牧内） 26日e みなみ保育園

11日d 農村環境改善センター（牧内） 28日g みなみ保育園
☆28日（土） ミニミニ運動会（お父さん方の参加もお待
ちしています）・・お問い合わせはみなみ保育園まで

☆年齢別教室・・・農村環境改善センター
第３金曜日（９/20） ０～１歳児教室（たまごクラブ）
第４金曜日（９/27） ２歳児以上教室（こっこクラブ）
※お問い合わせはみどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びに来てください）
毎週（金） みなみ保育園　　　　　　　　　　　　　
毎週（土） みどりが丘保育園

〔第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ〕
☆参加は申込制になっていますので、前日までに下記の支
援センターにお申込みください。

地域子育て支援センター

1７３－３４５７　　みどりが丘保育園

1７２－３９３９　　みなみ保育園
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～保健所からのお知らせ～

保健所では、「動物愛護講習会」を下記のとおり開催し

ます。

犬の飼い方、しつけ方等に疑問をお持ちの方や、これ

から犬等を飼いたいと思っている方など、どなたでも参

加できます。

また、この講習会を受講され、「犬及びねこの一般譲渡」

を希望される方は、宮之城畜犬センター等にて譲渡を受

けることができます。

◇講習会の開催日時及び場所

１回目　　平成14年８月27日（火） 川内保健所

２回目　　　　　　10月８日（火） 出水保健所

３回目　　　　　　12月10日（火） 宮之城保健所

４回目　　平成15年２月４日（火） 大口保健所

※いずれも午後１時受付、２時３０分まで

◇講習内容 ○犬の性質について

○犬の飼い方・しつけ方

○犬・ねこの健康管理について

○質疑応答

◇詳しいお問い合わせ先

出水保健所　衛生課　（1６３－３１１１）

－ほんのちょっと子育てを手助けする－

仕事と家庭を両立しながら働き続けたい親は、ほんの

ちょっとの手助けがあれば子育てをしながら働き続けら

れます。

子育て経験のある方や保育士（保母）資格を持つ方な

ど、子どもが好きで子どもに関わる活動をしたいと思っ

ている方が、子どもの自宅や保育者宅で面倒を見る――

それが“保育サポーター”です。

◇日　　時 10月１日（火）～10月４日（金）

午前10時～午後５時

◇会　　場 川内市民会館

◇対 象 者 子育て経験をいかし、保育活動をしたい

と思う方で、４日間受講後、登録を希望

する方

◇定　　員 50人（多数の場合は抽選）

◇受 講 料 無　料

◇申込締切　　９月10日（火）

※申込み・お問い合わせ先

&21世紀職業財団鹿児島事務所　1099-259-7815

『ＤＶ　ドメスティック・バイオレンス』って何？　e 夫やパートナーからの暴力のことです。

※次号では、ＤＶ防止法の流れについてお知らせします。

◆被害者の実態は、約20人に１人Y
総理府（現内閣府）が平成11年に実施した「男女間

における暴力に関する調査」では、これまでに夫や妻
から「命の危険を感じるくらいの暴行」を受けたこと
が一度でもあると回答した人は、男性が0.5％であるの
に対し、女性が4.6％（約20人に１人）でした。
日本の20～60歳代の既婚女性の人口を3,000万人と想

定すると、その4.6％は138万人となり、この数字がい
かに大きいものであるかがわかります。

◆妻や恋人への暴力は、犯罪です。

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する

法律」（ＤＶ防止法）が施行されています。

このＤＶ防止法では「夫婦げんかは犬も食わない」

と家庭内のこととして処理されがちだった夫婦間の暴

力を犯罪と明記し、「配偶者暴力相談支援センター」に

おいて、被害者からの相談や被害者の一時保護など必

要な支援を行うことを定めています。

※このページに関するお問い合わせは
市総務企画課企画係（℡73-1211内線1216）まで
※夫の暴力などの相談は県婦人相談所まで
●相談ダイヤル　099-222-1467（電話相談　月～金曜日８：30～17：00、木曜日は20：00

まで、日曜日は９：00～15：00）
●来所相談　　月～金曜日８：30～17：00

●心理カウンセリング（配偶者からの暴力被害者）
金曜日　９：00～15：00（事前予約要）

上記はいずれも祝日はお休みです。
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い
就
職
を
希
望
し
て
い

る
障
害
者
の
た
め
に
働
く
場
を
ご
提

供
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
事
業
主
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
雇
用
の
各
種
制
度
も
あ
り

ま
す
。
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
は

一
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
雇
用

率
達
成
維
持
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

阿
久
根
（
1
&3
３
４
０
０
）
ま
で

特
別
永
住
者
の
方
な
ど
（
帰
化
さ

れ
た
方
も
含
み
ま
す
。）
で
、
旧
日

本
軍
の
軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し
て
戦

死
さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
や
重
度
戦
傷

病
者
の
方
に
弔
慰
金
な
ど
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。

◇
支
給
額

・
弔
慰
金
（
ご
遺
族
）
２
６
０
万
円

・
見
舞
金（
重
度
戦
傷
病
者
ご
本
人
）

４
０
０
万
円

◇
請
求
期
限

２
０
０
４
年
３
月
31
日

◇
請
求
窓
口
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
&3
１
２
１
１（
内
線
１
４
３
５
）

県
で
は
、
職
員
採
用
初
級
・
中
級

（
学
校
栄
養
職
員
）
試
験
を
行
い
ま

す
。

◇
第
一
次
試
験
日

９
月
29
日
a

◇
試
験
地

¡
初
級
（
鹿
児
島
市
、
川
内
市
、
鹿

屋
市
、
西
之
表
市
、
名
瀬
市
）

¡
中
級
（
鹿
児
島
市
）

◇
試
験
区
分

¡
初
級
（
一
般
事
務
、
教
育
事
務
、

警
察
事
務
、
農
業
土
木
、
土
木
、

建
築
）

¡
中
級
（
学
校
栄
養
職
員
）

◇
受
付
期
間

８
月
14
日
d
〜
28
日
d

※
受
験
申
込
書
は
、
県
庁
一
階
ロ
ビ

ー
、
各
総
務
事
務
所
、
各
支
庁
総
務

課
、
各
県
外
事
務
所
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
郵
便
で
の
請
求
も
で
き

ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先
　
県
人
事
委
員
会

事
務
局
総
務
課
任
用
係

1
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
９
３

地
域
に
お
け
る
安
全
意
識
の
普
及

を
図
り
「
安
心
、
安
全
な
街
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
開
催
日
時

９
月
26
日
e

午
前
９
時
開
会
式

※
荒
天
時
は
翌
日
に
延
期

◇
開
催
場
所

市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

◇
参
加
資
格

市
内
に
居
住
の
方

で
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
参
加
料
無
料
）

◇
申
込
期
限

９
月
10
日
c
午
後
５
時

※
た
だ
し
、参
加
申
込
み
が
64
チ
ー

－16－

風
水
害
に
備
え
て

〜
河
川
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
〜

９
月
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す

朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
者
の
皆
さ
ま
へ

旧
軍
人
軍
属
な
ど
で
あ
っ
た
方
と

そ
の
ご
遺
族
に
弔
慰
を

鹿
児
島
県
職
員
採
用
試
験

第
４
回
阿
久
根
交
通
・
地
域
安
全

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

「クレジット・サラ金１１０番」の開催について

鹿児島県司法書士会は、次の要領で「クレジット・サラ金
１１０番」を開催します。
クレジット・サラ金等の返済でお困りの方はご相談ください。
なお、面談相談を希望される方は予めご予約をお願いします。
◇日　時 ９月１５日（日） 午前１０時～午後６時
◇場　所 司調センタービル（法務局隣）

鹿児島市鴨池新町１－３
◇内　容 ○電話５台による無料相談

1０９９－２５７－３０１３（代表）
○面談による無料相談
定員５０人の予約制、予約は午後５時まで

※司法書士約３０人が相談に応じます。
◇ご予約・お問い合わせ先

鹿児島県司法書士会　1０９９－２５６－０３３５

７月１日から鹿児島運輸支局が発足Y
－地域に密着した総合的な交通・観光行政を展開－

皆さまの身近な交通機関のバス、タクシー、フェリー、旅
客船や生活に関わりのある自動車の登録、海技免許などの行
政を担当していた九州運輸局鹿児島陸運支局と九州運輸局鹿
児島海運支局とが統合して、平成14年７月１日から「九州運
輸局鹿児島運輸支局」が発足しました。
発足した鹿児島運輸支局では、新たに鉄道と観光の行政も

行い、より地域に密着した行政を総合的、効率的に推進し、
また行政サービスの向上を図っていくことにしましたので、
お知らせします。
なお、この件のお問い合わせは
九州運輸局鹿児島運輸支局総務企画課へお願いします。

TEL:099-222-5660 FAX:099-224-9805



ム
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

◇
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会

1
&3
１
０
６
３

平
成
14
年
度
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

落
語
家
「
桂
竹
丸
」
さ
ん
の
講
演
、

歌
手
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
（
リ
ッ
キ
）」

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時

８
月
24
日
g

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

◇
場
所

県
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
事

前
に
整
理
券
を
発
行
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

県
人
権
同
和
対
策
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

次
の
方
々
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
敬
称
略

○
香
典
返
し

若
松
ヨ
シ
子
（
尻
無
上
）
有
田
サ

チ
（
上
野
）
川
原
洋
子
（
新
町
）
大

漉
洋
一
（
折
口
東
）
河
野
勉
（
脇
本

馬
場
）
川
畑
チ
エ
ノ
（
的
場
）
河
南

一
（
熊
本
市
）
牛
k
ハ
ツ
ミ
（
落
）

川
畑
又
志
（
的
場
）
洲
崎
孫
市
（
黒

之
浜
）
尾
崎
政
美
（
尾
崎
）
尾
崎
利

明
（
尾
崎
）
坂
上
葉
子
（
萇
野
）
中

野
武
志
（
田
代
中
）

○
篤
志
寄
付

▽
峯
茂
喜
▽
牛
ノ
浜
肇
▽
河
南
三

樹
夫
▽
川
内
ヤ
ク
ル
ト
販
売
1
阿
久

根
親
交
会

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

清
水
　
春は

る

菜な

龍
　
三
（
波
　
留
）

松
崎
　
雄ゆ

う

貴き

裕
　
二
（
槝
之
浦
東
）

松
本
穂
乃
香

ほ

の

か

哲
　
哉
（

潟
　
）

鍋
石
　
寿じ

ゅ

樹き

順
　
治
（
牧
　
内
）

中
村
　
毬ま

り

愛あ

国
　
治
（
尾
　
崎
）

迫
口
　
太
一
　
和
　
登
（
桐
野
下
）

倉
津
　
優ゆ

う

奈な

直
　
行
（
高
　
松
）

大
尾
　
優ゆ

う

利り

静
　
雄
（

浦
　
）

遠
矢
あ
か
り
　
克
　
志
（

栫
　
）

倉
村
　
貫か

ん

太た

健
　
二
（
波
　
留
）

坂
元
　
直
英

な
お
ひ
で

吉
　
継
（

潟
　
）

倉
田
　
翔
希

し
ょ
う
き

昌
　
直
（
中
　
村
）

飛
松
正
太
郎

し
ょ
う
た
ろ
う

正
　
樹
（

潟
　
）

井
手
上
夢ゆ

う

希き

孝
　
広
（
大
　
尾
）

久
木
田
彩
柚
美

さ

ゆ

み

昌
　
隆
（
上
　
野
）

杉
下
　
藍あ

い

斗と

博
　
文
（
折
口
東
）

妙
圓
園
誠せ

い

也や

薫
　
（

段
　
）

中
窪
将
太
郎

し
ょ
う
た
ろ
う

道
　
郎
（

潟
　
）

牟
田
　
瞳ま

な

美み

重
　
信
（
牟
　
田
）

東
　
晴せ

い

太た

郎ろ
う

哲
　
朗
（
波
　
留
）

※
敬
称
略

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

大
漉
　
秋
野
77
（
大
　
漉
）
洋
　
一

鶴
田
　
末
義
81
（
木
佐
木
野
）
ナ
ミ
子

堀
切
ス
ミ
エ
93
（

浦
　
）
熊
　
夫

米
次
　
政
人
72
（
米
　
次
）
ユ
キ
ノ

中
野
　
義
美
73
（
田
代
中
）
フ
ジ
子

牛
k

勇
吉
79
（

落
　
）
ハ
ツ
ミ

坂
上
　
時
義
93
（
萇
　
野
）
葉
　
子

松
下
　
操
　
66
（
大
　
林
）
芳
　
子

迫
口
　
幸
雄
67
（
桐
野
下
）
ト
キ
エ

松
木
　
弘
之
76
（
槝
之
浦
東
）
弘
　
子

鶴
薗
ユ
キ
エ
81
（
尻
無
上
）
友
　
春

波
戸
　
甫
　
77
（
中
　
村
）
千
　
鳥

尾
崎
　
弘
行
72
（
尾
　
崎
）
政
　
美

中
野
キ
ヨ
ノ
87
（
田
代
中
）

功

尾
上
ウ
メ
ノ
80
（
古
　
里
）
野
辺
節
子

槝
之
浦
ス
マ
エ
84
（
槝
之
浦
西
）
國
　
光

川
畑
　
西
吉
91
（
尾
　
原
）
正
　
文

大
田
　
良
子
64
（
山
下
馬
場
）
政
　
信

尻
無
k
ハ
ツ
エ
89
（
尻
無
下
）
岩
本
昭
子

松
永
矢
四
郎
102
（
牛
之
浜
）
國
　
雄

中
野
サ
チ
子
79
（
仲
仁
田
）

積

紫
尾
　
ミ
エ
86
（
脇
本
馬
場
）
渡
辺
久
美
恵

山
本
　
信
　
83
（

段
　
）
秀
　
雄

下
脇
　
吉
助
85
（
波
　
留
）
ユ
　
キ

－17－

平
成
14
年
度

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

た
い
ち

◇日時 １０月１６日（水）
９時30分～15時30分

◇場所 市役所市民相談室

◇８月２０日
◇９月　３日・１７日
時　間 10時～10時30分
場　所 保健センター

○８月18日
鶴見医院　　　　1&3０５５３

（大　丸）
宮薗歯科医院　　1&3３２２２

（大　丸）
○８月25日
喜多医院　　　　1&2００３８

（大　丸）
黒木胃腸科外科　1&5０２００

（下　村）
福原歯科医院　　1^3２５０１

（出水市緑町）
○９月１日
門松医院　　　　1^4６１００

（大　丸）
久木田歯科医院　1&3０４７０

（上　野）
○９月８日
北国医院　　　　1&2００１６

（ 町　）
あくね歯科医院　1&2０５５６

（大　丸）
○９月15日（敬老の日）
山田クリニック　1&2０４２０

（ 町　）
水野歯科医院　　1*2００６４

（高尾野町柴引）
○９月16日
林胃腸科外科　　1&3３６３９

（大　丸）
白男川歯科医院　1^3０００９

（出水市向江町）
○９月22日
植村整形外科　　1&2１０４１

（ 段　）
脇本病院　　　　1&5２１２１

（槝之浦西）
森歯科医院　　　1*2００６２

（高尾野町柴引）
○９月23日（秋分の日）
有村産婦人科内科1&3４１８０

（上　野）
徳森歯科医院　　1^7３６０８

（出水市米ノ津町）
○９月29日
上園医院　　　　1&3１０５５

（ 町　）
しお歯科医院　　1^7５８４４

（出水市下鯖渕）

市制施行50周年記念

８/31G～９/７G

◇会　　場 市民会館大ホール
◇開催時間 午前９時～午後６時
◇オープニングセレモニー

８/31g 午前９：30～
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人　　口
８月１日現在（ ）は前月比
人　口　26,419人（－07）
男　　12,304人（＋06）
女　　14,115人（－13）

世帯数　10,767戸（＋08）
出　生020人　死　亡024人
転　入052人　転　出055人

◆趣味は何ですか・・・・・・料理です。
（得意なのは和食）

◆性格を自己分析してください・・・マイペース。
◆理想の異性像は・・・・・やさしくて頼れる人。
◆最近夢中になっていることは何ですか・・・

最近は、よく雑貨屋めぐりをしています。癒し
系の小物などを見つけたり、結構楽しいです。

◆将来の夢は何ですか・・・
家族そろって、北海道旅行に行ってみたいです。

◆阿久根について一言・・・
もう少し活気のあるまちになって欲しいです。
ＩターンとかＵターンとかよく耳にしますがよ
その人たちに、阿久根に来てよかったと思って
もらえるような街になってもらいたいです。

次は
巻木　亜沙美 さん（段区）あなたの番です。

（
お
と
め
座
・
Ａ
型
　
大
尾
区
）

■編集／発行　阿久根市役所総務企画課
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地

■阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/

2002年 ８月号
<667

▽
こ
の
７
月
、
市
内
８
か
所
で
『
市

町
村
合
併
に
関
す
る
市
民
の
意
見
を

聴
く
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
さ
れ
た
市
民
の
方
々
か
ら
は
合
併

に
積
極
的
な
意
見
や
充
分
な
議
論
を

求
め
る
意
見
、
合
併
に
対
す
る
期
待

や
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
暮
ら
す
地

域
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題

で
あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
当
然
の
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
▽
現
在
、
こ
の

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
特
集
を
組
ん

だ
り
し
な
が
ら
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
ま
だ
ま
だ
市
民
へ
の
情
報
提
供
が

不
十
分
」「
内
容
を
も
っ
と
分
か
り

や
す
く
」
な
ど
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
▽
私
た
ち
の

か
け
が
え
の
な
い
故
郷
阿
久
根
の
将

来
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
が
ベ

ス
ト
か
、
合
併
問
題
は
私
た
ち
市
民

が
今
こ
そ
英
知
を
結
集
し
て
あ
た
ら

ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。

広
報
あ
く
ね
で
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

少
し
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
情
報
の
提
供
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿久根水泳スポーツ少年団は、「あい
さつが出来てあたりまえ」をモットー
に、小学２年生から高校３年生まで35

名の団員で練習に励んでいます。
練習は、年間を通してほとんどＢ＆

Ｇプールを使用しています。
少年団の掲げる目標として
◎返事ははっきり、大きくすること
◎人に迷惑をかけない
◎むだ話をしない

以上の３点を基本としています。
大勢の先輩たちの中には、インターハイや中学・高校

の九州大会等で活躍し、大きくなっても団を応援してく
れる仲間がいっぱいいます。
団員募集は、年間を通して行っています。水泳で心身

ともにみがき、頑張ってみたい人は、一度練習をのぞい
て見てください。

指導者代表　　 大　田　豊　茂

─ 阿久根水泳スポーツ少年団 ─

○総合開会式 ９月１４日（土） 総合体育館
午前１０時１０分～集団演技
午前１１時００分～役員・選手団入場

○競技種目（本市開催分）
¡陸上競技（１５日：総合運動公園陸上競技場）
¡バレーボール女子（１４日～１５日：総合体育館）
¡軟式野球（１４日：野球場）
¡テニス（１４日～１５日：総合運動公園テニスコート）
¡ソフトボール男子（１４日～１５日：総合運動公園多目的広場）
¡ソフトボール女子（１４日～１５日：阿久根農高運動場）
○総合閉会式 ９月１５日（日） 市民会館

午後３時００分～


